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まちづくりかわら版
岡芯封 騒韻拙
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3月 14日 (日)参 加者 37名 が

子姫の小径、千姫天満宮、船場

本徳寺等の史跡を巡りました。

境内整備のようす 当会の活動

拠点のひとつ、船場本徳キでま現

在御修復作業が進んでいます。

山円前の新たな石柱の立柱や鐘

楼周りの堀の整備(写真b)は完了

2月 17日 (水)ツ アー下見の

ため、(株)ACTさまを船場城西

地区の案内をしました。

3月 7日 (日)新 型コロナウィル

ス感楽症予防のため 予定してい

た楽市の開催は中止しました。

3月 26日 (金)コ ロナ緊急事

態宣言解除となり、3ケ月ぷり

の定例会開催となりました。

2021年 活勧予定

◇船場御坊楽市の開催
(船場城面の会 HPス マホ用リンク QRヨ ード)→

日程昌  6月 6日(日)、9月 5日 (日)、12月 5日 (日)

時間  朝 9時 ～昼 12時 ※今年より開催は年 5回 から4回になります。

◇まち歩き

10月半ばに実施予定です。

※各行事につきましては新型コロナ感染状況等により中止となる場合があります。

会費網入のお願,1

本年度の年会費0000円)未納の方は納付をお願い致します。事務局、楽市受付、又は振込みで、

振込先/播サ11信用金庫 船場支店 (音)8977591

特定非営利活動法人 歴史と出会えるまちづくり船場城西の会



船場 ・城西一温旅細新
シリーズ(23) 昭 和 30～40年代の●景福時前、農人町

毎号に少しずつですが、音の船場、城西の景観写真等、往時を今に伝える史料を掲載していきます。

姫路はお城だけではなく、他にも多くの歴史が詰まった街です。

私たちの街の歴史がわかると、今の街並みがもっと輝いて見えてきますよ。 (紙画作成編集モ原 F4 な了下山裕史)
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まちづくりかわら版では、兵庫県立歴

史博物館所蔵の高橋秀吉ヨレクション

の写真を中心に、昭和OO～ 40年 頃
の船場 城西地区各町の様子を順次

紹介していきます。

半世紀前の船場 城西の町がどんな

様子だつたのか、町にどのような歴史
があつたのか、現在の町の様子と比
べて思いを巡らせてみて下さい。

,写真 A(昭 和37年 /景 福寺前を西望れ な`り祭の行灯)
この地域は昔、武家屋敷町でした。この写真の撮影当時は往時のまちの雰囲気

を伝える土塀や門構えがまだ多く残つていました。
t写真_日 (昭和39年 2月/農 人町)

写真には軒先がギザギサを描く様子が見られます。これは農人町の特色である
ノコギリ刃様の街路によるものであり、建物が建て替わつた現在でも街路はその

ままの形で残っています。写真奥には、昭和43年 に琴 陵 中学 校 が移 転 さ

れる前 の薬師山の山肌が見えています。現在同じ位置から見ると移転後の検

舎の一部 が見 えます。


